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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるモバイルデバイスによる測定値報告のための方法
であって、
　サービングセルから測定値構成メッセージを受信することと、
　前記測定値構成メッセージから報告値を判断することと、前記報告値が、前記サービン
グセルに送信されるべき測定値報告の数を示す、
　前記報告値によって示された測定値報告の前記数に基づいて、前記サービングセルに測
定値報告を送るより前に少なくとも１つの近隣セルの信号測定結果が利用可能になるのを
待つべきかどうかを判断することとを備える、方法。
【請求項２】
　前記報告値に基づいて、前記測定値報告中に前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号
測定結果を含めるべきかどうかを判断することをさらに備え、
　または前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果が、前記少なくとも１つの近
隣セルのための最も強い信号測定値を備え、または前記方法は、前記少なくとも１つの近
隣セルへの前記モバイルデバイスのハンドオーバのために前記サービングセルからコマン
ドを受信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記報告値が、前記サービングセルに送信されるべき複数の測定値報告を示し、前記方
法は、
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　前記サービングセルに送信されるべき前記複数の測定値報告を示す前記報告値に基づい
て、前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果が利用可能になるのを待つことな
しに前記測定値報告を送ることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　待つべきかどうかの前記判断は、少なくとも１つのサービングセルの１つの信号測定値
が利用可能になったかどうかにさらに基づき、
　特に、待つことなしに前記測定値報告を送ることは、（ｉ）前記少なくとも１つの近隣
セルの前記信号測定結果が利用可能になったこと、または（ｉｉ）少なくとも１つのサー
ビングセルの前記信号測定値が利用可能になったことのうちの前記少なくとも１つに応答
して前記測定値報告を送ることを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記測定値構成メッセージ中の情報に基づいて、前記サービングセルまたは前記少なく
とも１つの近隣セルのうちの少なくとも１つの少なくとも１つの信号測定値を取ることを
さらに備え、
　前記方法は、特に、
　前記測定値報告を送った後に周期報告タイマーを開始することと、
　前記少なくとも１つの近隣セルのための少なくとも１つの追加の測定値を取ることと、
　前記周期報告タイマーの満了時に前記少なくとも１つの追加の測定値を含む少なくとも
１つの追加の測定値報告メッセージを送ることとをさらに備える、請求項３に記載の方法
。
【請求項６】
　前記報告値が、前記サービングセルに送信されるべき単一の測定値報告を示し、前記方
法は、
　前記単一の測定値報告を示す前記報告値に基づいて、前記信号測定結果が利用可能にな
るのを待った後に前記サービングセルに前記測定値報告を送ること、ここにおいて、前記
測定値報告が前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果を含む、をさらに備え、
　前記方法は、特に、前記信号測定結果を生成するために前記少なくとも１つの近隣セル
の信号測定値を取ることをさらに備え、
　または特に、待つべきかどうかの前記判断は、少なくとも１つのサービングセルの１つ
の信号測定値が利用可能になったかどうかにさらに基づき、
　さらに特に、前記測定値報告を送ることは、前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号
測定結果が利用可能になったことと、少なくとも１つのサービングセルの前記信号測定値
が利用可能になったことの両方に応答して、前記測定値報告を送ることを備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項７】
　前記報告値が、前記モバイルデバイスから前記サービングセルへの単一の報告メッセー
ジまたは複数の報告メッセージの送信についての要求を示す報告量パラメータを備え、
　前記方法は、特に、前記報告量パラメータを備える無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再
構成メッセージを介して前記測定値構成メッセージを受信することをさらに備え、
　さらに特に、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージが目的パラメータをさらに備え、待つべ
きかどうかの前記判断は、前記目的パラメータが最も強い信号測定値を報告するように前
記モバイルデバイスに示すかどうかにさらに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信ネットワークにおける測定値報告のために構成された装置であって、
　サービングセルから測定値構成メッセージを受信するための手段と、
　前記測定値構成メッセージから報告値を判断するための手段と、前記報告値が、前記サ
ービングセルに送信されるべき測定値報告の数を示す、
　前記報告値によって示された測定値報告の前記数に基づいて、前記サービングセルに測
定値報告を送るより前に前記少なくとも１つの近隣セルの信号測定結果が利用可能になる
のを待つべきかどうかを判断するための手段とを備える、装置。
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【請求項９】
　前記報告値に基づいて、前記測定値報告中に前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号
測定結果を含めるべきかどうかを判断するための手段をさらに備え、
　または、前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果が、前記少なくとも１つの
近隣セルのための最も強い信号測定値を備える、
　または、前記装置は、前記少なくとも１つの近隣セルへの前記装置のハンドオーバのた
めに前記サービングセルからコマンドを受信するための手段をさらに備える、請求項８に
記載の装置。
【請求項１０】
　前記報告値が、前記サービングセルに送信されるべき複数の測定値報告を示し、前記装
置は、
　前記サービングセルに送信されるべき前記複数の測定値報告を示す前記報告値に基づい
て、前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果が利用可能になるのを待つことな
しに前記測定値報告を送るための手段をさらに備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　待つべきかどうかの前記判断は、少なくとも１つのサービングセルの１つの信号測定値
が利用可能になったかどうかにさらに基づき、
　特に、待つことなしに前記測定値報告を送るための前記手段は、（ｉ）前記少なくとも
１つの近隣セルの前記信号測定結果が利用可能になったこと、または（ｉｉ）少なくとも
１つのサービングセルの前記１つの信号測定値が利用可能になったことのうちの前記少な
くとも１つに応答して前記測定値報告を送るためにさらに構成される、請求項１０に記載
の装置。
【請求項１２】
　前記測定値構成メッセージ中の情報に基づいて、前記サービングセルまたは前記少なく
とも１つの近隣セルのうちの少なくとも１つの少なくとも１つの信号測定値を取るための
手段をさらに備え、
　前記装置は、特に、前記測定値報告を送った後に周期報告タイマーを開始するための手
段と、
　前記少なくとも１つの近隣セルのための少なくとも１つの追加の測定値を取るための手
段と、
　前記周期報告タイマーの満了時に前記少なくとも１つの追加の測定値を含む少なくとも
１つの追加の測定値報告メッセージを送るための手段とをさらに備える、請求項１０に記
載の装置。
【請求項１３】
　前記報告値が、前記サービングセルに送信されるべき単一の測定値報告を示し、前記装
置は、
　前記単一の測定値報告を示す前記報告値に基づいて、前記信号測定結果が利用可能にな
るのを待った後に前記サービングセルに前記測定値報告を送るための手段をさらに備え、
ここにおいて、前記測定値報告が前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果を含
み、
　前記装置は、特に、前記信号測定結果を生成するために前記少なくとも１つの近隣セル
の信号測定値を取るための手段をさらに備え、
　または特に、待つべきかどうかの前記判断は、少なくとも１つのサービングセルの１つ
の信号測定値が利用可能になったかどうかにさらに基づき、
　さらに特に、前記測定値報告を送るための前記手段は、前記少なくとも１つの近隣セル
の前記信号測定結果が利用可能になったことと、少なくとも１つのサービングセルの前記
１つの信号測定値が利用可能になったことの両方に応答して、前記測定値報告を送るため
にさらに構成された、請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記報告値が、前記装置から前記サービングセルへの単一の報告メッセージまたは複数
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の報告メッセージの送信についての要求を示す報告量パラメータを備え、
　前記装置は、特に、前記報告量パラメータを備える無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再
構成メッセージを介して前記測定値構成メッセージを受信するための手段をさらに備え、
　さらに特に、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージが目的パラメータをさらに備え、待つべ
きかどうかの前記判断は、前記目的パラメータが最も強い信号測定値を報告するように前
記装置に示すかどうかにさらに基づく、請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　コンピュータプログラムであって、コンピュータ上で実行されるとき、請求項１から７
のいずれか１つに記載の方法を実行するための命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、その全体が参照により本明細書に明
確に組み込まれる、２０１２年７月３１日に出願された「DIFFERENTIATING MEASUREMENT 
REPORTING MECHANISM」と題する仮出願第６１／６７７，７２６号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、セル測
定値の報告に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。その
ような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。本明細書で使用する「キャリア」は、定義された周
波数を中心とし、ワイヤレス通信のために使用される無線帯域を指す。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ：user equipment
）のための通信をサポートすることができるいくつかの基地局を含み得る。ＵＥは、ダウ
ンリンクおよびアップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または順方向
リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）
はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]ＵＥは基地局にフィードバック情報を送り得る。たとえば、基地局は、それの送
信を調整するために、またはＵＥを別の基地局にハンドオーバすべきかどうかを判断する
ために情報を収集し得る。ＵＥによって基地局に送られるフィードバック情報は、たとえ
ば、ＵＥの範囲内のセルに関係する情報を含み得る測定値報告を介して送られ得る。この
コンテキストでは、ＵＥから基地局への分化した（differentiated）測定値報告がロング
タームエボリューション（ＬＴＥ：Long Term Evolution）などにおける異なるシナリオ
および要件に適応する必要が残っている。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]以下で、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の
簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観では
なく、すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでも、いずれかまたはすべて
の態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示するより詳細な説明の
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導入として、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示することで
ある。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信ネットワークにおけるモバイルデバイスによる測定値報告のため
の技法が提供される。モバイルデバイスは、測定値構成メッセージによって構成され得る
。たとえば、測定値構成は、モバイルデバイスのサービングセル（serving cell）に送信
されるべき測定値報告の総数を示す報告量を含み得る。
【０００８】
　[0008]一態様によれば、ワイヤレス通信ネットワークにおけるモバイルデバイスによる
測定値報告のための方法は、サービングセルから測定値構成メッセージを受信することを
含み得る。本方法は、測定値構成メッセージから報告値を判断することを含み得、報告値
は、サービングセルに送信されるべき測定値報告の数を示す。本方法は、報告値によって
示された測定値報告の数に基づいて、サービングセルに測定値報告を送るより前に少なく
とも１つの近隣セル（neighboring cell）の信号測定結果が利用可能になるのを待つべき
かどうかを判断することを含み得る。
【０００９】
　[0009]別の態様によれば、装置は、ワイヤレス通信ネットワークにおける測定値報告の
ために構成され得る。本装置は、サービングセルから測定値構成メッセージを受信するた
めの手段を含み得る。本装置は、測定値構成メッセージから報告値を判断するための手段
を含み得、報告値は、サービングセルに送信されるべき測定値報告の数を示す。本装置は
、報告値によって示された測定値報告の数に基づいて、サービングセルに測定値報告を送
るより前に少なくとも１つの近隣セルの信号測定結果が利用可能になるのを待つべきかど
うかを判断するための手段を含み得る。
【００１０】
　[0010]別の態様によれば、別の装置は、ワイヤレス通信ネットワークにおける測定値報
告のために構成され得る。本装置は、サービングセルから測定値構成メッセージを受信す
ることと、サービングセルと少なくとも１つの近隣セルとの信号測定値を取得することと
を行うように構成されたトランシーバを含み得る。本装置はまた、測定値構成メッセージ
から報告値を判断するように構成された少なくとも１つのプロセッサを含み得、報告値は
、サービングセルに送信されるべき測定値報告の数を示す。少なくとも１つのプロセッサ
は、報告値によって示された測定値報告の数に基づいて、サービングセルに測定値報告を
送るより前に少なくとも１つの近隣セルの信号測定結果が利用可能になるのを待つべきか
どうかを判断するように構成され得る。本装置は、少なくとも１つのプロセッサに結合さ
れた、データを記憶するためのメモリを含み得る。
【００１１】
　[0011]別の態様によれば、コンピュータプログラム製品は、少なくとも１つのコンピュ
ータがサービングセルから測定値構成メッセージを受信することを可能にするためのコー
ドを含むコンピュータ可読媒体を含む。コンピュータ可読媒体は、少なくとも１つのコン
ピュータに、測定値構成メッセージから報告値を判断することを行わせるためのコードを
含み、報告値は、サービングセルに送信されるべき測定値報告の数を示す。コンピュータ
可読媒体は、少なくとも１つのコンピュータに、報告値によって示された測定値報告の数
に基づいて、サービングセルに測定値報告を送るより前に少なくとも１つの近隣セルの信
号測定結果が利用可能になるのを待つべきかどうかを判断することを行わせるためのコー
ドを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】[0012]電気通信システムの態様を示すブロック図。
【図２】[0013]電気通信システムにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を示すブロッ
ク図。
【図３】[0014]本開示の一態様に従って構成された基地局／ｅＮＢおよびＵＥの設計を示
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すブロック図。
【図４】[0015]要求される測定値報告の数に部分的に基づく例示的な測定値報告プロシー
ジャを示す流れ図。
【図５Ａ】[0016]ＵＥによって受信された例示的な測定値構成を示す図。
【図５Ｂ】[0017]ＵＥによって送られた例示的な測定値報告を示す図。
【図６Ａ】[0018]要求される測定値報告の数に部分的に基づく例示的な測定値報告プロシ
ージャを示すコールフロー図。
【図６Ｂ】[0019]１つの例示的な測定値構成のための例示的な測定値報告プロシージャを
示すコールフロー図。
【図６Ｃ】[0020]別の例示的な測定値構成のための例示的な測定値報告プロシージャを示
すコールフロー図。
【図７Ａ】[0021]測定値報告のための方法の態様を示す図。
【図７Ｂ】測定値報告のための方法の態様を示す図。
【図７Ｃ】測定値報告のための方法の態様を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　[0022]添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説明
するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない
。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を
含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者に
は明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知
られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１４】
　[0023]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使
用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用
される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Univer
sal Terrestrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴ
ＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む
。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーす
る。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）
：Global System for Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭ
Ａネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ウルトラモバイル
ブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆ
ｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２
．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴ
ＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal 
Mobile Telecommunication System）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵ
ＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－
ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Genera
tion Partnership Project）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２００
０およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Ge
neration Partnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書
で説明する技法は、上記のワイヤレスネットワークおよび無線技術、ならびに他のワイヤ
レスネットワークおよび無線技術に使用され得る。明快のために、本技法のいくつかの態
様について以下ではＬＴＥに関して説明し、以下の説明の大部分でＬＴＥ用語を使用する
。
【００１５】
　[0024]図１に、ワイヤレス通信ネットワーク１００を示し、これはＬＴＥネットワーク
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であり得る。ワイヤレスネットワーク１００は、いくつかのｅＮＢ１１０と他のネットワ
ークエンティティとを含み得る。ｅＮＢ１１０は、ＵＥと通信する局であり得、基地局、
ノードＢ、アクセスポイント、または他の用語で呼ばれることもある。各ｅＮＢ１１０ａ
、１１０ｂ、１１０ｃは、特定の地理的エリアに通信カバレージを与え得る。３ＧＰＰで
は、「セル」という用語は、この用語が使用されるコンテキストに応じて、ｅＮＢ１１０
のカバレージエリアおよび／またはこのカバレージエリアをサービスしているｅＮＢ１１
０サブシステムを指すことがある。
【００１６】
　[0025]ｅＮＢ１１０は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタ
イプのセルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（た
とえば、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限
アクセスを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、サービ
スに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小
さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連を有するＵＥ
（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：Closed Subscriber Group）中のＵＥ、自宅
内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを可能にし得る。マクロセルのた
めのｅＮＢ１１０はマクロｅＮＢ１１０と呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢ
１１０はピコｅＮＢ１１０と呼ばれることがある。フェムトセルのためのｅＮＢ１１０は
、フェムトｅＮＢ１１０またはホームｅＮＢ１１０（ＨＮＢ）と呼ばれ得る。図１に示す
例では、ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂおよび１１０ｃは、それぞれマクロセル１０２ａ、１
０２ｂおよび１０２ｃのためのマクロｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１１０ｘは、ピコセル１
０２ｘのためのピコｅＮＢ１１０であり得る。ｅＮＢ１１０ｙおよび１１０ｚは、それぞ
れフェムトセル１０２ｙおよび１０２ｚのためのフェムトｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１１
０は、１つまたは複数の（たとえば、３つの）セルをサポートし得る。
【００１７】
　[0026]ワイヤレスネットワーク１００は、様々なタイプのｅＮＢ、たとえば、マクロｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢなどを含む異種ネットワークであり得る。これらの様
々なタイプのｅＮＢは、様々な送信電力レベル、様々なカバレージエリア、およびワイヤ
レスネットワーク１００中の干渉に対する様々な影響を有し得る。たとえば、マクロｅＮ
Ｂは、高い送信電力レベル（たとえば、２０ワット）を有し得るが、ピコｅＮＢおよびフ
ェムトｅＮＢは、より低い送信電力レベル（たとえば、１ワット）を有し得る。
【００１８】
　[0027]ワイヤレスネットワーク１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。
【００１９】
　同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送
信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミ
ングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で
説明する技法は、同期動作と非同期動作の両方のために使用され得る。
【００２０】
　[0028]ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し、これらのｅＮＢ
の協調および制御を行い得る。ネットワークコントローラ１３０は、バックホール（back
haul）を介してｅＮＢ１１０と通信し得る。ｅＮＢ１１０はまた、たとえば、ワイヤレス
バックホールまたはワイヤラインバックホールを介して直接または間接的に互いに通信し
得る。
【００２１】
　[0029]ＵＥ１２０は、ワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１２０は固定または移動であり得る。ＵＥ１２０は、端末、移動局、加入者ユニット、
局などと呼ばれることもある。ＵＥ１２０は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）
、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコ
ンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、または他のモ
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バイルエンティティであり得る。ＵＥ１２０は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅ
ＮＢ、または他のネットワークエンティティと通信することが可能であり得る。図１にお
いて、両矢印付きの実線は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上での、ＵＥ１２
０と、そのＵＥ１２０をサービスするように指定されたｅＮＢ１１０であるサービングｅ
ＮＢ１１０との間の所望の送信を示す。両矢印付きの破線は、ＵＥ１２０とｅＮＢ１１０
との間の干渉する送信を示す。
【００２２】
　[0030]ＵＥ１２０は、複数のｅＮＢ１１０のカバレージ内にあり得る。これらのｅＮＢ
１１０のうちの１つまたは複数は、１つまたは複数のセルにおいて、ＵＥ１２０をサービ
スするために選択され得る。（１つまたは複数の）サービングｅＮＢ１１０は、受信電力
、経路損失、信号対雑音比（ＳＮＲ）など、様々な基準に基づいて選択され得る。
【００２３】
　[0031]ＵＥ１２０は、ＵＥ１２０の近傍にあるセルの信号測定を実行し、サービングｅ
ＮＢ１１０に信号測定値を報告するように構成され得る。サービングｅＮＢ１１０は、Ｕ
Ｅ１２０に信号測定を実行するように指示するために測定値構成を送り得る。セルの信号
測定値に基づいて、サービングｅＮＢ１１０は、たとえば、別のセルにＵＥ１２０をハン
ドオーバまたはリダイレクトし得る。ＵＥ１２０から基地局への分化した測定値報告のた
めの技法について以下でさらに詳細に説明する。
【００２４】
　[0032]ＬＴＥは、ダウンリンク上では直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用し、ア
ップリンク上ではシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦ
ＤＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、システム帯域幅を、一般にトーン、ビンなどとも呼ばれる複
数（Ｋ）個の直交サブキャリアに区分する。各サブキャリアはデータで変調され得る。概
して、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭでは時間領域で送られ
る。隣接するサブキャリア間の間隔は固定であり得、サブキャリアの総数（Ｋ）はシステ
ム帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋは、１．２５、２．５、５、１０または２０メガヘ
ルツ（ＭＨｚ）のシステム帯域幅に対してそれぞれ１２８、２５６、５１２、１０２４ま
たは２０４８に等しくなり得る。システム帯域幅はまた、サブバンドに区分され得る。た
とえば、サブバンドは１．０８ＭＨｚをカバーし得、１．２５、２．５、５、１０または
２０ＭＨｚのシステム帯域幅に対してそれぞれ１つ、２つ、４つ、８つまたは１６個のサ
ブバンドがあり得る。
【００２５】
　[0033]図２に、ＬＴＥにおいて使用されるダウンリンクフレーム構造を示す。ダウンリ
ンクの送信タイムラインは、無線フレーム２００の単位に分割され得る。各無線フレーム
、たとえば、フレーム２０２は、所定の持続時間（たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有
し得、０～９のインデックスをもつ１０個のサブフレーム２０４に区分され得る。各サブ
フレーム、たとえば「サブフレーム０」２０６は、たとえば、「スロット０」２０８およ
び「スロット１」２１０という２つのスロットを含み得る。したがって、各無線フレーム
は、０～１９のインデックスをもつ２０個のスロットを含み得る。各スロットは、「Ｌ」
個のシンボル期間、たとえば、図２に示すようにノーマルサイクリックプレフィックス（
ＣＰ：cyclic prefix）の場合は７個のシンボル期間２１２、または拡張サイクリックプ
レフィックスの場合は６個のシンボル期間を含み得る。ノーマルＣＰおよび拡張ＣＰは、
本明細書では異なるＣＰタイプとして言及され得る。各サブフレーム中の２Ｌ個のシンボ
ル期間には０～２Ｌ－１のインデックスが割り当てられ得る。利用可能な時間周波数リソ
ースはリソースブロックに区分され得る。各リソースブロックは、１つのスロット中でＮ
個のサブキャリア（たとえば、１２個のサブキャリア）をカバーし得る。
【００２６】
　[0034]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢ中の各セルについて１次同期信号（ＰＳＳ：prim
ary synchronization signal）と２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronization si
gnal）とを送り得る。１次同期信号および２次同期信号は、図２に示すように、それぞれ
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、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ各無線フレームのサブフレーム０および５
の各々中のシンボル期間６および５中で送られ得る。同期信号は、セル検出および捕捉の
ためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム０のスロット１中のシンボル
期間０～３中で物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast Channel
）を送り得る。ＰＢＣＨはあるシステム情報を搬送し得る。
【００２７】
　[0035]ｅＮＢは、図２の第１のシンボル期間２１４全体において示されているが、各サ
ブフレームの第１のシンボル期間の一部のみの中で物理制御フォーマットインジケータチ
ャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel）を送り得る。Ｐ
ＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用されるいくつか（Ｍ個）のシンボル期間を搬送
し得、ここで、Ｍは、１、２または３に等しくなり得、サブフレームごとに変化し得る。
Ｍはまた、たとえば、リソースブロックが１０個未満である、小さいシステム帯域幅では
４に等しくなり得る。図２に示す例では、Ｍ＝３である。ｅＮＢは、各サブフレームの最
初のＭ個（図２ではＭ＝３）のシンボル期間中で物理Ｈ－ＡＲＱインジケータチャネル（
ＰＨＩＣＨ：Physical H-ARQ Indicator Channel）と物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ：Physical Downlink Control Channel）とを送り得る。ＰＨＩＣＨは、ハイブ
リッド自動再送信（Ｈ－ＡＲＱ）をサポートするための情報を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは
、ＵＥのためのリソース割振りに関する情報と、ダウンリンクチャネルのための制御情報
とを搬送し得る。図２の第１のシンボル期間の中には示されていないが、ＰＤＣＣＨおよ
びＰＨＩＣＨは第１のシンボル期間の中にも含まれることを理解されたい。同様に、ＰＨ
ＩＣＨおよびＰＤＣＣＨはまた、図２にはそのようには示されていないが、第２のシンボ
ル期間と第３のシンボル期間の両方の中にある。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシン
ボル期間中で物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared C
hannel）を送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信がスケジュールされ
たＵＥのためのデータを搬送し得る。ＬＴＥにおける様々な信号およびチャネルは、公開
されている「Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical Channe
ls and Modulation」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１に記載されている。
【００２８】
　[0036]ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにお
いてＰＳＳ、ＳＳＳおよびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送られる
各シンボル期間中のシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り
得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグループにＰＤＣＣＨ
を送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において特定のＵＥにＰＤＳＣＨを
送り得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方式でＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ
、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキャスト方法でＰＤＣＣＨ
を送り得、また特定のＵＥにユニキャスト方法でＰＤＳＣＨを送り得る。
【００２９】
　[0037]各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リソ
ース要素は、１つのシンボル期間中の１つのサブキャリアをカバーし得、実数値または複
素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用され得る。各シンボル期間中で基
準信号のために使用されないリソース要素は、リソース要素グループ（ＲＥＧ：resource
 element group）中に配置され得る。各ＲＥＧは、１つのシンボル期間中に４つのリソー
ス要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０において、周波数上でほぼ等しく離
間され得る、４つのＲＥＧを占有し得る。ＰＨＩＣＨは、１つまたは複数の構成可能なシ
ンボル期間において、周波数全体にわたって拡散され得る、３つのＲＥＧを占有し得る。
たとえば、ＰＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは、すべてシンボル期間０に属し得るか、ま
たはシンボル期間０、１および２に拡散され得る。ＰＤＣＣＨは、最初のＭ個のシンボル
期間において、利用可能なＲＥＧから選択され得る、９、１８、３２または６４個のＲＥ
Ｇを占有し得る。ＲＥＧのいくつかの組合せのみがＰＤＣＣＨに対して可能にされ得る。
【００３０】
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　[0038]ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知り
得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためのＲＥＧの様々な組合せを探索し得る。探索する組合せ
の数は、一般に、ＰＤＣＣＨに対して可能にされた組合せの数よりも少ない。ｅＮＢは、
ＵＥが探索することになる組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣＣＨを送り得る。
【００３１】
　[0039]図３に、図１中の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局／ｅＮＢ１１０
および図１中のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１２０の設計のブロック図を示す。基地
局１１０はまた、何らかの他のタイプの基地局であり得る。基地局１１０はアンテナ３３
４ａ～３３４ｔを備え得、ＵＥ１２０はアンテナ３５２ａ～３５２ｒを備え得る。
【００３２】
　[0040]基地局１１０において、送信プロセッサ３２０は、データソース３１２からデー
タを受信し、コントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受信し得る。制御情報は、
ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどのためのものであり得る。データ
は、ＰＤＳＣＨなどのためのものであり得る。プロセッサ３２０は、データと制御情報と
を処理（たとえば、符号化およびシンボルマッピング）して、それぞれデータシンボルと
制御シンボルとを取得し得る。プロセッサ３２０はまた、たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、お
よびセル固有基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（
ＭＩＭＯ）プロセッサ３３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、およ
び／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、
出力シンボルストリームを変調器（ＭＯＤ）３３２ａ～３３２ｔに与え得る。各変調器３
３２は、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理
して、出力サンプルストリームを取得し得る。各変調器３３２はさらに、出力サンプルス
トリームを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコン
バート）して、ダウンリンク信号を取得し得る。変調器３３２ａ～３３２ｔからのダウン
リンク信号は、それぞれアンテナ３３４ａ～３３４ｔを介して送信され得る。
【００３３】
　[0041]ＵＥ１２０において、アンテナ３５２ａ～３５２ｒは、基地局１１０および／ま
たは近隣基地局からダウンリンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯ
Ｄ）３５４ａ～３５４ｒに与え得る。各復調器３５４は、入力サンプルを取得するために
、それぞれの受信された信号を調整（たとえば、フィルタ、増幅、ダウンコンバート、お
よびデジタル化）し得る。各復調器３５４は、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力
サンプルをさらに処理して、受信シンボルを取得し得る。ＭＩＭＯ検出器３５６は、すべ
ての復調器３５４ａ～３５４ｒから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボ
ルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出シンボルを与え得る。受信プロセッサ３５８は、
検出シンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１２０
の復号されたデータをデータシンク３６０に与え、復号された制御情報をコントローラ／
プロセッサ３８０に与え得る。
【００３４】
　[0042]アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ３６４は、データソ
ース３６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、コントロ
ーラ／プロセッサ３８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し、処理
し得る。プロセッサ３６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プ
ロセッサ３６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３６６に
よってプリコードされ、さらに（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）変調器３５４ａ
～３５４ｒによって処理され、基地局１１０に送信され得る。基地局１１０において、Ｕ
Ｅ１２０からのアップリンク信号は、アンテナ３３４によって受信され、復調器３３２に
よって処理され、可能な場合はＭＩＭＯ検出器３３６によって検出され、さらに受信プロ
セッサ３３８によって処理されて、ＵＥ１２０によって送信された復号されたデータと制
御情報とが取得され得る。プロセッサ３３８は、復号されたデータをデータシンク３３９
に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３４０に与え得る。
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【００３５】
　[0043]コントローラ／プロセッサ３４０および３８０は、それぞれ基地局１１０および
ＵＥ１２０における動作を指示し得る。基地局１１０におけるプロセッサ３４０および／
または他のプロセッサならびにモジュールは、本明細書で説明する技法のための様々なプ
ロセスを実行するか、またはその実行を指示し得る。ＵＥ１２０におけるプロセッサ３８
０および／または他のプロセッサおよびモジュールはまた、図７Ａ～図７Ｃに示す機能ブ
ロック、および／または本明細書で説明する技法のための他のプロセスを実行するかまた
はその実行を指示し得る。メモリ３４２および３８２は、それぞれ基地局１１０およびＵ
Ｅ１２０のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ３４４は、
ダウンリンク上および／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジュー
ルし得る。
【００３６】
　[0044]容易に諒解されるように、アンテナ３５２、復調器３５４、ＭＩＭＯ検出器３５
６、および／または受信プロセッサ３５８は、ＵＥ１２０の受信チェーン（chain）を形
成し、ダウンリンク信号を受信および測定するための手段を供給し得る。プロセッサ３８
０の制御下で、信号を受信および測定するためのそのような手段は、サービング基地局と
近隣基地局との信号測定値を取り、それらの利用可能性を判断するために採用され得る。
さらに、受信チェーンを使用して、たとえば、ＵＥ１２０によって実行される信号測定を
制御するために、プロセッサ３８０によって利用され得る測定値構成メッセージが取得さ
れ得る。同様に、アンテナ３５２、変調器３５４、送信プロセッサ３６４、および／また
はＴＸＭＩＭＯプロセッサ３６６は、ＵＥ１２０の送信チェーンを形成し、プロセッサ３
８０の制御下でアップリンク信号を送るかまたは送信するための手段を供給し得る。アッ
プリンク信号を送るかまたは送信するためのそのような手段は、受信チェーンを使用して
取得された信号測定値の結果を含む測定値報告を送ることをサポートすることができる。
本明細書で説明するように、プロセッサ３８０の制御下で、ＵＥ１２０は、それの測定値
構成に基づいて測定値報告と測定値報告のコンテンツとをいつ送るべきかを判断し得る。
【００３７】
　[0045]一態様では、プロセッサ３８０は、メモリ３８２中に保持された命令を実行する
ことによって、本明細書で説明する方法の動作を実行するためのモジュールを含む。その
ようなモジュールは、たとえば、それぞれの送信チェーンと受信チェーンとの動作を制御
するためにプロセッサ３８０によって利用され得る。たとえば、ＵＥ１２０は、測定値構
成メッセージから報告値を判断するためのモジュールを含み得る。そのようなモジュール
は、たとえば、報告値によって示された測定値報告の数に基づいて、サービングｅＮＢま
たはサービングセルに測定値報告を送るより前に近隣セルの信号測定結果が利用可能にな
るのを待つべきかどうかを判断するためのモジュールを含み得る。
【００３８】
　[0046]図４は、（ＵＥ１２０など）ＵＥをサービスする（ｅＮＢ１１０など）ｅＮＢに
よって要求された測定値報告の数に部分的に基づく例示的な測定値報告プロシージャを示
す流れ図である。一例では、測定値報告はＬＴＥネットワーク中で行われる。測定値報告
の一部として、ＵＥは、無線ネットワーク中のセルの信号品質または信号電力などの信号
測定値属性を判断し、ｅＮＢにまたはｅＮＢを介してネットワークに結果を送り得る。た
とえば、セルリダイレクション、ハンドオーバ、または再選択は、ＵＥを新しいセルに移
動するための適切なセルを選択するために、無線ネットワーク中のセルの測定値を要求し
得る。ｅＮＢは、ｅＮＢに近隣セルを通知するための測定値報告を開始するようにＵＥに
指示するために、ＵＥに測定値構成メッセージを送り得る。
【００３９】
　[0047]図４の例では、ＵＥは、測定値構成に基づいて測定値報告プロシージャを実行し
得る。ステップ４０２において、ＵＥは、測定値報告のためにＵＥを構成するために、サ
ービングｅＮＢから測定値構成メッセージを受信する。測定値構成メッセージについては
、図５Ａに関して以下で説明する。測定値構成メッセージは、無線リソース制御（ＲＲＣ
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：radio resource control）接続再構成メッセージを介してサービングｅＮＢによって送
られ得る。測定値構成メッセージは、サービングｅＮＢへのＵＥによる送信のための測定
値報告の総数を示す報告値を含み得る。ＵＥは、測定値構成メッセージを受信した後に、
報告値を判断し得る。報告値は、たとえば、「１」、「２」、「４」、「８」、「１６」
、「３２」、「６４」、無限大などを含む値のセットから選択された列挙値であり得る。
列挙値は任意の正の整数であり得、列挙集合は正の整数の任意の集合であり得る。
【００４０】
　[0048]ＵＥは、測定値構成メッセージに基づいて測定値報告を続行し得る。ステップ４
０４において、ＵＥは、ｅＮＢからのメッセージの受信を示すために、および測定値報告
のためのＵＥの構成を示すためにサービングｅＮＢに確認応答メッセージを送る。たとえ
ば、ＵＥは、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージを介して確認応答メッセージを送り得る。
本明細書で説明するように、ＵＥは、報告値に少なくとも部分的に基づいて測定値報告の
タイミングおよびコンテンツを判断し得る。ステップ４０６において、ＵＥは、単一の測
定値報告の送信を続行すべき（すなわち、報告値は「１」である）なのかまたは複数の測
定値報告を続行すべき（すなわち、報告値は「１」よりも大きい）なのかを判断する。報
告値が、単一の測定値報告が要求されることを示すとき、ＵＥは、近隣セル測定結果が利
用可能になるのを待つ必要を推論し得る。ワンショット測定値報告の場合、ターゲットに
される信号測定値の利用可能性は、最高の優先度を表し得る。しかしながら、複数の測定
値報告の場合、近隣セル測定結果を待つことは、それが現在利用可能でない場合、適切で
ないことがある。代わりに、複数の報告がシグナリングされるとき、遅延なしに周期報告
を開始することは、より重要であり得る。その場合、報告値が「１」よりも大きいとき、
ＵＥが、第１の測定値報告を送るより前に近隣セル測定結果の利用可能性を待たないこと
を判断し得る。報告値が「１」に等しいことに応答して、ＵＥは、近隣セル測定結果の利
用可能性を待つことを判断し得る。
【００４１】
　[0049]「１」よりも大きい報告値を判断すると、ＵＥはステップ４１０に進み得る。ス
テップ４１０～４１６は、ｅＮＢに複数の測定値報告を送信するためのＵＥによる周期測
定値報告を示し得る。この周期測定値報告プロシージャでは、ＵＥは、第１の測定値報告
を送るより前に近隣セル測定結果の利用可能性を待つことを回避し得る。ステップ４１０
において、ＵＥは、たとえば、測定値構成メッセージに基づいて測定値を取り得る。ＵＥ
は、測定値構成メッセージに基づいて、（１つまたは複数の）サービングセルまたは（１
つまたは複数の）近隣セルのいずれかあるいは両方の測定値を取り得る。サービングセル
測定値は、通信をサポートするために使用されるので、それらは、概して直接報告のため
に利用可能になる。しかしながら、ＵＥが近隣セルの測定値を取るとき、測定結果は、す
ぐに利用可能になることもならないこともある。ステップ４１２において、ＵＥは、（１
つまたは複数の）サービングセルのための測定結果が利用可能であるかどうかを判断する
。たとえば、ＵＥは、少なくとも１つのサービングセルの少なくとも１つの測定結果が利
用可能であるかどうかを判断し得る。（１つまたは複数の）サービングセルのための測定
結果が利用可能でない場合（「ＮＯ」経路）、ＵＥはステップ４１０に進み得、測定値を
取り続け得る。（１つまたは複数の）サービングセルのための測定結果が利用可能である
場合（「ＹＥＳ」経路）、ＵＥは、ｅＮＢに測定値報告を送るためにステップ４１４に進
み得る。ＵＥは、測定値報告中に（１つまたは複数の）サービングセルのための測定結果
を含め得る。ＵＥは、（１つまたは複数の）近隣セルのための測定結果が利用可能である
場合、測定値報告中に（１つまたは複数の）近隣セルのための測定結果を含め得る。
【００４２】
　[0050]第１の測定値報告を送った後に、ＵＥは、報告値に基づいて周期測定値報告を開
始する（ステップ４１６）。報告値は、周期測定値報告プロシージャを繰り返す回数を示
す。たとえば、報告値が８つの測定値報告を示した場合、周期測定値報告プロシージャは
７回繰り返され得る（１つの測定値報告は第１の測定値報告中に送られた）。別の例では
、報告値が無限測定値報告を示した場合、ＵＥが（たとえば、サービングｅＮＢによって
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）プロシージャを停止するように命令されるまで、周期測定値報告プロシージャは無期限
に繰り返され得る。周期測定値報告プロシージャ（ステップ４１６）では、ＵＥは周期報
告タイマーを開始し、周期報告タイマーが動作している間、測定値を取る。周期報告タイ
マーのための構成および値は、測定値構成メッセージに基づき得る。周期報告タイマーの
満了時に、ＵＥは、（１つまたは複数の）サービングセルと（１つまたは複数の）近隣セ
ルとのための利用可能な測定結果を含む測定値報告をｅＮＢに送り得る。周期測定値報告
に続いて、ステップ４３０において、ＵＥはｅＮＢからハンドオーバメッセージを受信す
る。別の例では、ステップ４３０において、ＵＥはリダイレクションまたは再選択メッセ
ージを受信するか、あるいはＵＥは、ハンドオーバが望まれない場合、指示を受信しない
。
【００４３】
　[0051]ステップ４０６に戻ると、「１」に等しい報告値を判断すると、ＵＥはステップ
４２０に進み得る。ステップ４２０～４２４は、ＵＥが単一の測定値報告を送るためのワ
ンタイム測定値報告を示し得る。このプロシージャでは、ＵＥは、測定値報告を送るより
前に（１つまたは複数の）近隣セルの測定結果の利用可能性を待ち得る。たとえば、ＵＥ
は、測定値報告を送るより前に、少なくとも１つの近隣セルの少なくとも１つの測定結果
の利用可能性を待ち得る。ステップ４２０において、ＵＥは、たとえば、測定値構成メッ
セージに基づいて測定値を取り得る。ＵＥは、測定値構成メッセージに基づいて、（１つ
または複数の）サービングセルまたは（１つまたは複数の）近隣セルのいずれかあるいは
両方の測定値を取り得る。ＵＥがセルの測定値を取るとき、測定結果は、ｅＮＢへの送信
のために測定値報告に含めるために利用可能になる。ステップ４２２において、ＵＥは、
（１つまたは複数の）サービングセルのための測定結果と（１つまたは複数の）近隣セル
のための測定結果とが利用可能であるかどうかを判断する。測定結果が利用可能でない場
合（「ＮＯ」経路）、ＵＥはステップ４２０に進み得、測定値を取り続け得る。測定結果
が利用可能である場合（「ＹＥＳ」経路）、ＵＥは、ｅＮＢに測定値報告を送るためにス
テップ４２４に進み得る。ＵＥは、測定値報告中に（１つまたは複数の）サービングセル
のための測定結果および／または（１つまたは複数の）近隣セルのための測定結果を含め
得る。測定値報告の送信に続いて、ステップ４３０において、ＵＥはｅＮＢからハンドオ
ーバメッセージを受信する。別の例では、ステップ４３０において、ＵＥはリダイレクシ
ョンまたは再選択メッセージを受信するか、あるいはＵＥは、ハンドオーバが望まれない
場合、指示を受信しない。
【００４４】
　[0052]図５Ａに、ＵＥによって受信された例示的な測定値構成５００を示す。測定値構
成５００は、上記で説明したようにＵＥによる測定値報告を構成するためにｅＮＢからＵ
Ｅに送信され得る。測定値構成５００は、ｅＮＢからＵＥへのＲＲＣ接続再構成メッセー
ジ中で送信されるデータであり得る。測定値構成５００は、ＵＥがそれに対して測定を実
行し得る測定対象５１０を含み得る。たとえば、測定対象５１０は周波数および／または
セルを含み得る。測定対象５１０は、周波数内（inter-frequency）近隣セルと周波数間
（intra-frequency）近隣セルとを含み得る。測定値構成５００は報告構成５１２を含み
得、報告構成５１２は、測定値報告の送信をトリガするためにＵＥによって使用される基
準と、ＵＥが測定値報告中に含める量（たとえば、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、基準
信号受信品質（ＲＳＲＱ））とを含み得る。報告構成５１２は、サービングｅＮＢへのＵ
Ｅによる送信のための測定値報告の数を示す報告値を含み得る。一例として、報告構成５
１２は、報告値を定義し得る「ｒｅｐｏｒｔＡｍｏｕｎｔ」パラメータを含み得る。報告
値は、「１」、「２」、「４」、「８」、「１６」、「３２」、「６４」、無限大などを
含む値のセットから選択された列挙値であり得る。報告構成５１２は、最も強いセルを報
告すべきかどうかを示すパラメータを含み得る。報告構成５１２が、最も強いセルを報告
することを示すときに、ＵＥは、すべての近隣セルを測定値報告のための適用可能なセル
と見なし得る。たとえば、「ｒｅｐｏｒｔＳｔｒｏｎｇｅｓｔＣｅｌｌｓ」に設定された
報告構成５１２の「目的」パラメータは、ＵＥによって測定される最も強いセルの数を報
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告することを示し得る。報告すべき最も強いセルの数は報告構成５１２中に含まれ得る。
「ｒｅｐｏｒｔＳｔｒｏｎｇｅｓｔＣｅｌｌｓ」に設定された「目的」パラメータは、Ｕ
Ｅがある時間において測定値報告を送信するための周期測定のためにＵＥを構成し得る。
測定値構成５００は量構成を含み得、量構成は、ＲＡＴによるすべての評価と関係する報
告とのために使用される測定量および関連するフィルタであり得る。測定値構成５００は
測定ギャップ５１８情報を含み得、測定ギャップ５１８情報は、接続モードにある間にＵ
Ｅが測定を実行するために使用し得る時間期間を示し得る。
【００４５】
　[0053]図５Ｂに、ＵＥによってｅＮＢに送信された例示的な測定値報告５５０を示す。
測定値報告は、ＵＥによって受信された測定値構成５００に基づくデータを含み得る。た
とえば、測定値報告５５０は、たとえば、測定対象５１０に対応するいくつかのセルのた
めのいくつかの測定値報告５５２ａ～ｎを含み得る。測定値報告は、測定値構成５００に
基づく測定量（たとえば、ＲＳＲＱ、ＲＳＲＰなど）を含み得る。
【００４６】
　[0054]図６Ａは、要求される測定値報告の数に部分的に基づく例示的な測定値報告プロ
シージャを示すコールフロー図である。たとえば、図６Ａ中のプロシージャは、図４の図
に少なくとも部分的に基づき得る。ＵＥ６０２は、サービングｅＮＢ６０４から受信した
測定値構成に基づいて測定値報告を実行し得る。ステップ６１０において、サービングｅ
ＮＢ６０４はＵＥ６０２に測定値構成を送り得る。たとえば、測定値構成は、ＲＲＣ接続
再構成メッセージを介して送られ得る。ステップ６１２において、ＵＥ６０２は、測定値
報告のためにＵＥ６０２の受信および構成に肯定応答するメッセージをサービングｅＮＢ
６０４に送り得る。たとえば、ＵＥ６０２はＲＲＣ接続再構成完了メッセージを送り得る
。測定値構成は、サービングｅＮＢ６０４に送信すべき測定値報告の数についてＵＥ６０
２のために構成する報告値を含み得る。ステップ６１６および６１８において、ＵＥ６０
２は、（１つまたは複数の）サービングセルの測定値および／または（１つまたは複数の
）近隣セルの測定値を取り得る。ステップ６１９において、ＵＥ６０２は、測定値報告を
送信する前に近隣セル測定結果の利用可能性を待つべきかどうかを判断し得る。測定結果
は、近隣セルの最も強いセルであり得る。ＵＥ６０２は、測定値構成中に含まれる報告値
に基づいて利用可能性を待つべきかどうかを判断し得る。ステップ６２０において、近隣
セル測定結果を待つべきかどうかの判断に基づいて、ＵＥ６０２はサービングｅＮＢ６０
４に測定値報告を送り得る。測定値報告はサービングセル測定結果を含み得る。測定値報
告は（１つまたは複数の）近隣セルのための測定結果を含み得る。
【００４７】
　[0055]報告値がサービングｅＮＢ６０４への送信のための複数の測定値報告を示した場
合、ステップ６２２において、ＵＥ６０２は周期測定値報告を開始し得る。ＵＥ６０２か
らの測定値報告に基づいて、サービングｅＮＢ６０４は、（たとえば、ハンドオーバのた
めの）別のセルにＵＥ６０２を移動させることを判断し得る。ステップ６４０において、
サービングｅＮＢ６０４は、ターゲットセルへのハンドオーバのためのハンドオーバメッ
セージを送り得る。ステップ６４２において、ＵＥ６０２はターゲットセル６０６へのハ
ンドオーバを開始し得る。たとえば、ＵＥ６０２は、ターゲットセル６０６に接続するた
めに物理ランダムアクセスチャネルプロシージャを開始し得る。ステップ６４４において
、ターゲットセル６０６はハンドオーバ肯定応答を送り得る。たとえば、ハンドオーバ肯
定応答は物理ランダムアクセスチャネルプロシージャに基づき得る。ステップ６４６にお
いて、ＵＥ６０２は、ハンドオーバが完了したことをネットワークに示し得る。
【００４８】
　[0056]図６Ｂは、ワンタイム測定値報告を示す測定値構成のための例示的な測定値報告
プロシージャを示すコールフロー図である。図６Ｂ中のプロシージャは図４の図に少なく
とも部分的に基づき得る。ＵＥ６０２は、サービングｅＮＢ６０４から受信した測定値構
成に基づいて測定値報告を実行し得る。図６Ｂの例では、測定値構成は、単一の測定値報
告を示す報告値（たとえば、「１」に等しい報告値）を含み得る。ステップ６１０ａにお
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いて、サービングｅＮＢ６０４は、ＲＲＣ接続再構成メッセージを介してＵＥ６０２に測
定値構成を送り得る。ステップ６１２ａにおいて、ＵＥ６０２は、ＲＲＣ接続再構成完了
メッセージを介して測定値報告のためのＵＥ６０２の受信および構成に肯定応答するメッ
セージをサービングｅＮＢ６０４に送り得る。測定値構成は、サービングｅＮＢ６０４へ
の送信のための単一の測定値報告を示す報告値を含み得る。
【００４９】
　[0057]ステップ６１６ａおよび６１８ａにおいて、ＵＥ６０２は、（１つまたは複数の
）サービングセルの測定値と（１つまたは複数の）近隣セルの測定値とを取り得る。ステ
ップ６１９ａにおいて、ＵＥ６０２は、測定値報告を送信する前に近隣セル測定結果の利
用可能性を待つことを判断し得る。ステップ６１８ａにおいて、ＵＥ６０２がすでに（１
つまたは複数の）近隣セルの測定値を取ったので、（１つまたは複数の）近隣セルのため
の測定結果は、サービングｅＮＢ６０４への測定値報告中に含めるために利用可能である
。別の例では、（１つまたは複数の）近隣セルのための測定結果が利用可能でない場合、
測定値報告を送る前に（たとえば、ＵＥ６０２が（１つまたは複数の）近隣セルのための
測定値を取った後）（１つまたは複数の）近隣セルのための測定結果が利用可能になるま
で、ＵＥ６０２は待ち得る。ステップ６２０ａにおいて、近隣セル測定結果の利用可能性
に基づいて、ＵＥ６０２はサービングｅＮＢ６０４に測定値報告を送り得る。測定値報告
は（１つまたは複数の）サービングセルのための測定結果を含み得る。測定値報告は（１
つまたは複数の）近隣セルのための測定結果を含み得る。ＵＥ６０２からの測定値報告に
基づいて、サービングｅＮＢ６０４は、最も強い信号強度をもつ近隣セルにＵＥ６０２を
移動させることを判断し得る。ステップ６４０ａにおいて、サービングｅＮＢ６０４は、
ターゲットセルへのハンドオーバのためのハンドオーバメッセージを送り得る。ステップ
６４２ａにおいて、ＵＥ６０２はターゲットセル６０６へのハンドオーバを開始し得る。
ステップ６４４ａにおいて、ターゲットセル６０６はハンドオーバ肯定応答を送り得る。
ステップ６４６ａにおいて、ＵＥは、ハンドオーバが完了したことをネットワークに示し
得る。
【００５０】
　[0058]図６Ｃは、サービングｅＮＢ６０４への送信のための複数の測定値報告を示す測
定値構成のための例示的な測定値報告プロシージャを示すコールフロー図である。たとえ
ば、図６Ｃ中のプロシージャは図４の図に少なくとも部分的に基づき得る。ＵＥ６０２は
、サービングｅＮＢ６０４から受信した測定値構成に基づいて測定値報告を実行し得る。
図６Ｃの例では、測定値構成は、複数の測定値報告を示す報告値（たとえば、「４」に等
しい報告値）を含み得る。ステップ６１０ｂにおいて、サービングｅＮＢ６０４は、ＲＲ
Ｃ接続再構成メッセージを介してＵＥ６０２に測定値構成を送り得る。ステップ６１２ｂ
において、ＵＥ６０２は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージを介して測定値報告のための
ＵＥ６０２の受信および構成に肯定応答するメッセージをサービングｅＮＢ６０４に送り
得る。測定値構成は、サービングｅＮＢ６０４への送信のための複数の測定値報告を示す
報告値を含み得る。
【００５１】
　[0059]ステップ６１６ａにおいて、ＵＥ６０２は（１つまたは複数の）サービングセル
の測定値を取り得る。ステップ６１９ｂにおいて、ＵＥ６０２は、測定値報告を送信する
前に近隣セル測定結果の利用可能性を待つことを判断し得る。ステップ６２０ｂにおいて
、（１つまたは複数の）近隣セルのための測定結果の利用可能性を待たない判断に基づい
て、ＵＥ６０２は、（１つまたは複数の）近隣セルのための測定結果の利用可能性を待つ
ことなしにサービングｅＮＢ６０４に第１の測定値報告を送り得る。この例では、（１つ
または複数の）近隣セルのための測定結果は利用可能でなく、ＵＥ６０２は、近隣セル測
定結果の利用可能性を顧慮せずに第１の測定値報告を送り得る。測定値報告は（１つまた
は複数の）サービングセル測定結果を含み得る。測定値報告は任意の利用可能な（１つま
たは複数の）近隣セル測定結果を含み得る。ステップ６２０ｂにおいて第１の測定値報告
を送った後に、ステップ６２７ａ～ｄにおいて、ＵＥ６０２は周期測定値報告を開始し得
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る。ステップ６２４ａ～ｄにおいて、ＵＥ６０２は周期報告タイマーを開始し得る。ステ
ップ６２５ａ～ｄおよび６２６ａ～ｄにおいて、ＵＥ６０２は、周期報告タイマーが動作
している間、（１つまたは複数の）サービングセルの測定値と（１つまたは複数の）近隣
セルの測定値とを取り得る。周期報告タイマーの満了時に、ステップ６２７ａ～ｄにおい
て、ＵＥ６０２は、（１つまたは複数の）サービングセルと（１つまたは複数の）近隣セ
ルとの（１つまたは複数の）測定結果を含む測定値報告をサービングｅＮＢ６０２に送り
得る。ステップ６２４～６２７は、報告値に基づく回数について繰り返し得る。ＵＥ６０
２からの測定値報告に基づいて、サービングｅＮＢ６０４は、最も強い信号強度をもつ近
隣セルにＵＥ６０２をハンドオーバすることを判断し得る。ステップ６４０ｂにおいて、
サービングｅＮＢ６０４は、ターゲットセル６０６へのハンドオーバのためのハンドオー
バメッセージを送り得る。ステップ６４２ｂにおいて、ＵＥ６０２はターゲットセル６０
６へのハンドオーバを開始し得る。ステップ６４４ｂにおいて、ターゲットセル６０６は
ハンドオーバ肯定応答を送り得る。ステップ６４６ｂにおいて、ＵＥは、ハンドオーバが
完了したことをネットワークに示し得る。
【００５２】
　[0060]本開示の１つまたは複数の態様によれば、図７Ａに関して、モバイルデバイス、
ワイヤレスエンティティ、ユーザ機器、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス端末などによっ
て動作可能な方法７００が示されている。モバイルデバイスは図３のＵＥ１２０であり得
る。詳細には、方法７００は、モバイルデバイスによる測定値報告を表す。７０２におい
て、方法７００は、サービングセルから測定値構成メッセージを受信することを含み得る
。たとえば、ステップ７０２は図３のＵＥ１２０によって実行され得る。一例では、ステ
ップ７０２は、アンテナ３５２ａ～ｒ、または復調器３５４ａ～ｒに結合されたアンテナ
３５２ａ～ｒ、ＭＩＭＯ検出器３５６、受信プロセス３５８、および／あるいはデータシ
ンク３６０によって実行され得る。
【００５３】
　[0061]７０４において、方法７００は、測定値構成メッセージから報告値を判断するこ
とを含み得、報告値は、サービングセルに送信されるべき測定値報告の数を示す。たとえ
ば、ステップ７０４は図３のＵＥ１２０によって実行され得る。一例では、ステップ７０
４はプロセッサ３８０、またはメモリ３８２に結合されたプロセッサ３８０によって実行
され得る。
【００５４】
　[0062]７０６において、方法７００は、報告値によって示された測定値報告の数に基づ
いて、サービングセルに測定値報告を送るより前に少なくとも１つの近隣セルの信号測定
結果が利用可能になるのを待つべきかどうかを判断することを含み得る。たとえば、ステ
ップ７０６は図３のＵＥ１２０によって実行され得る。一例では、ステップ７０６はプロ
セッサ３８０、またはメモリ３８２に結合されたプロセッサ３８０によって実行され得る
。
【００５５】
　[0063]測定値報告のための方法７００の追加または代替の動作は、図７Ｂに示されてい
る。図７Ｂの動作のうちの１つまたは複数は、方法７００の一部として随意に実行され得
る。図７Ｂの要素は、任意の動作順序で実行され得、または実行の特定の発生順を必要と
することなしに開発アルゴリズムによって包含され得る。動作は独立して実行され、相互
排他的ではない。したがって、別のダウンストリームまたはアップストリーム動作が実行
されるかどうかにかかわらず、そのような動作のうちのいずれか１つが実行され得る。た
とえば、方法７００が動作のうちの少なくとも１つを含む場合、方法７００は、必ずしも
、図示され得るいかなる（１つまたは複数の）後続のダウンストリーム動作をも含む必要
なしに、少なくとも１つの動作の後に終了し得る。
【００５６】
　[0064]図７Ｂを参照すると、７１０において、追加の動作７００は、報告値に基づいて
、測定値報告中に少なくとも１つの近隣セルの信号測定結果を含めるべきかどうかを判断
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することを含み得る。７１２において、方法７００は、サービングセルに送信されるべき
複数の測定値報告を示す報告値に基づいて、少なくとも１つの近隣セルの信号測定結果が
利用可能になるのを待つことなしに測定値報告を送ることを含む。７１４において、方法
７００は、測定値構成メッセージ中の情報に基づいて、サービングセルまたは少なくとも
１つの近隣セルのうちの少なくとも１つの少なくとも１つの信号測定値を取ることを含み
得る。７１６において、方法７００は、測定値報告を送った後に周期報告タイマーを開始
することを含み得る。７１８において、方法７００は、少なくとも１つの近隣セルのため
の少なくとも１つの追加の測定値を取ることを含み得る。７２０において、方法７００は
、周期報告タイマーの満了時に少なくとも１つの追加の測定値を含む少なくとも１つの追
加の測定値報告メッセージを送ることを含み得る。
【００５７】
　[0065]測定値報告のための方法７００の追加または代替の動作は、モバイルデバイスに
よる実行について図７Ｃに示されている。７５０において、追加の動作７００は、単一の
測定値報告を示す報告値に基づいて、信号測定結果が利用可能になるのを待った後にサー
ビングセルに測定値報告を送ることを含み得、ここにおいて、測定値報告は少なくとも１
つの近隣セルの信号測定結果を含む。７５２において、方法７００は、信号測定結果を生
成するために少なくとも１つの近隣セルの信号測定値を取ることを含み得る。７５４にお
いて、方法７００は、報告量パラメータを備えるＲＲＣ接続再構成メッセージを介して測
定値構成メッセージを受信することを含み得る。７５６において、方法７００は、少なく
とも１つの近隣セルへのモバイルデバイスのハンドオーバのためにサービングセルからコ
マンドを受信することを含み得る。
【００５８】
　[0066]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得るこ
とを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって
表され得る。
【００５９】
　[0067]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウ
ェア、またはその両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハー
ドウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブ
ロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関
して説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実
装するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。当業
者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の
決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【００６０】
　[0068]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、お
よび回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログ
ラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素
、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを
用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代
替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロー
ラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合
せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、Ｄ
ＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよう
な構成として実装され得る。
【００６１】
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　[0069]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実
施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡ
Ｍメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または
当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体
は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができる
ように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る
。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に常駐
し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素として
常駐し得る。
【００６２】
　[0070]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装され
る場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記
憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒
体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする媒体を含む
、コンピュータ可読記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。コンピュータ可読記
憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体
であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレ
ージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望の
プログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピ
ュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体
を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。
たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジ
タル加入者回線（ＤＳＬ）を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソー
スから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、またはＤ
ＳＬは、コンピュータ可読媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）
およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（
登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）
、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク
（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc
）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範
囲内に含めるべきである。
【００６３】
　[0071]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用する
ことができるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らか
となり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく
他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計
に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広
い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるモバイルデバイスによる測定値報告のための方法
であって、
　サービングセルから測定値構成メッセージを受信することと、
　前記測定値構成メッセージから報告値を判断することと、前記報告値が、前記サービン
グセルに送信されるべき測定値報告の数を示す、
　前記報告値によって示された測定値報告の前記数に基づいて、前記サービングセルに測



(19) JP 6279575 B2 2018.2.14

10

20

30

40

50

定値報告を送るより前に少なくとも１つの近隣セルの信号測定結果が利用可能になるのを
待つべきかどうかを判断することと
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記報告値に基づいて、前記測定値報告中に前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号
測定結果を含めるべきかどうかを判断することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記報告値が、前記サービングセルに送信されるべき複数の測定値報告を示し、前記方
法は、
　前記サービングセルに送信されるべき前記複数の測定値報告を示す前記報告値に基づい
て、前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果が利用可能になるのを待つことな
しに前記測定値報告を送ること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　待つべきかどうかの前記判断は、少なくとも１つのサービングセルの１つの信号測定値
が利用可能になったかどうかにさらに基づく、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　待つことなしに前記測定値報告を送ることは、（ｉ）前記少なくとも１つの近隣セルの
前記信号測定結果が利用可能になったこと、または（ｉｉ）少なくとも１つのサービング
セルの前記信号測定値が利用可能になったことのうちの前記少なくとも１つに応答して前
記測定値報告を送ることを備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記測定値構成メッセージ中の情報に基づいて、前記サービングセルまたは前記少なく
とも１つの近隣セルのうちの少なくとも１つの少なくとも１つの信号測定値を取ることを
さらに備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記測定値報告を送った後に周期報告タイマーを開始することと、
　前記少なくとも１つの近隣セルのための少なくとも１つの追加の測定値を取ることと、
　前記周期報告タイマーの満了時に前記少なくとも１つの追加の測定値を含む少なくとも
１つの追加の測定値報告メッセージを送ることと
をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記報告値が、前記サービングセルに送信されるべき単一の測定値報告を示し、前記方
法は、
　前記単一の測定値報告を示す前記報告値に基づいて、前記信号測定結果が利用可能にな
るのを待った後に前記サービングセルに前記測定値報告を送ること、ここにおいて、前記
測定値報告が前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果を含む、
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記信号測定結果を生成するために前記少なくとも１つの近隣セルの信号測定値を取る
ことをさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　待つべきかどうかの前記判断は、少なくとも１つのサービングセルの１つの信号測定値
が利用可能になったかどうかにさらに基づく、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記測定値報告を送ることは、前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果が利
用可能になったことと、少なくとも１つのサービングセルの前記信号測定値が利用可能に
なったことの両方に応答して、前記測定値報告を送ることを備える、Ｃ１０に記載の方法
。
［Ｃ１２］
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　前記報告値が、前記モバイルデバイスから前記サービングセルへの単一の報告メッセー
ジまたは複数の報告メッセージの送信についての要求を示す報告量パラメータを備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記報告量パラメータを備える無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再構成メッセージを介
して前記測定値構成メッセージを受信することをさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記ＲＲＣ接続再構成メッセージが目的パラメータをさらに備え、待つべきかどうかの
前記判断は、前記目的パラメータが最も強い信号測定値を報告するように前記モバイルデ
バイスに示すかどうかにさらに基づく、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果が、前記少なくとも１つの近隣セル
のための最も強い信号測定値を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記少なくとも１つの近隣セルへの前記モバイルデバイスのハンドオーバのために前記
サービングセルからコマンドを受信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信ネットワークにおける測定値報告のために構成された装置であって、
　サービングセルから測定値構成メッセージを受信するための手段と、前記測定値構成メ
ッセージから報告値を判断するための手段と、前記報告値が、前記サービングセルに送信
されるべき測定値報告の数を示す、
　前記報告値によって示された測定値報告の前記数に基づいて、前記サービングセルに測
定値報告を送るより前に前記少なくとも１つの近隣セルの信号測定結果が利用可能になる
のを待つべきかどうかを判断するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ１８］
　前記報告値に基づいて、前記測定値報告中に前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号
測定結果を含めるべきかどうかを判断するための手段をさらに備える、Ｃ１７に記載の装
置。
［Ｃ１９］
　前記報告値が、前記サービングセルに送信されるべき複数の測定値報告を示し、前記装
置は、
　前記サービングセルに送信されるべき前記複数の測定値報告を示す前記報告値に基づい
て、前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果が利用可能になるのを待つことな
しに前記測定値報告を送るための手段
をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］
　待つべきかどうかの前記判断は、少なくとも１つのサービングセルの１つの信号測定値
が利用可能になったかどうかにさらに基づく、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　待つことなしに前記測定値報告を送るための前記手段は、（ｉ）前記少なくとも１つの
近隣セルの前記信号測定結果が利用可能になったこと、または（ｉｉ）少なくとも１つの
サービングセルの前記１つの信号測定値が利用可能になったことのうちの前記少なくとも
１つに応答して前記測定値報告を送るためにさらに構成された、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記測定値構成メッセージ中の情報に基づいて、前記サービングセルまたは前記少なく
とも１つの近隣セルのうちの少なくとも１つの少なくとも１つの信号測定値を取るための
手段をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記測定値報告を送った後に周期報告タイマーを開始するための手段と、
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　前記少なくとも１つの近隣セルのための少なくとも１つの追加の測定値を取るための手
段と、
　前記周期報告タイマーの満了時に前記少なくとも１つの追加の測定値を含む少なくとも
１つの追加の測定値報告メッセージを送るための手段と
をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記報告値が、前記サービングセルに送信されるべき単一の測定値報告を示し、前記装
置は、
　前記単一の測定値報告を示す前記報告値に基づいて、前記信号測定結果が利用可能にな
るのを待った後に前記サービングセルに前記測定値報告を送るための手段
をさらに備え、ここにおいて、前記測定値報告が前記少なくとも１つの近隣セルの前記信
号測定結果を含む、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記信号測定結果を生成するために前記少なくとも１つの近隣セルの信号測定値を取る
ための手段をさらに備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　待つべきかどうかの前記判断は、少なくとも１つのサービングセルの１つの信号測定値
が利用可能になったかどうかにさらに基づく、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記測定値報告を送るための前記手段は、前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測
定結果が利用可能になったことと、少なくとも１つのサービングセルの前記１つの信号測
定値が利用可能になったことの両方に応答して、前記測定値報告を送るためにさらに構成
された、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記報告値が、前記モバイルデバイスから前記サービングセルへの単一の報告メッセー
ジまたは複数の報告メッセージの送信についての要求を示す報告量パラメータを備える、
Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記報告量パラメータを備える無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再構成メッセージを介
して前記測定値構成メッセージを受信するための手段をさらに備える、Ｃ２８に記載の装
置。
［Ｃ３０］
　前記ＲＲＣ接続再構成メッセージが目的パラメータをさらに備え、待つべきかどうかの
前記判断は、前記目的パラメータが最も強い信号測定値を報告するように前記モバイルデ
バイスに示すかどうかにさらに基づく、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果が、前記少なくとも１つの近隣セル
のための最も強い信号測定値を備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記少なくとも１つの近隣セルへの前記モバイルデバイスのハンドオーバのために前記
サービングセルからコマンドを受信するための手段をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置
。
［Ｃ３３］
　ワイヤレス通信ネットワークにおける測定値報告のために構成された装置であって、
　サービングセルから測定値構成メッセージを受信することと、前記サービングセルと少
なくとも１つの近隣セルとの信号測定値を取得することと
を行うように構成されたトランシーバと、
　前記測定値構成メッセージから報告値を判断することと、前記報告値が、前記サービン
グセルに送信されるべき測定値報告の数を示す、
　前記報告値によって示された測定値報告の前記数に基づいて、前記サービングセルに測
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定値報告を送るより前に前記少なくとも１つの近隣セルの信号測定結果が利用可能になる
のを待つべきかどうかを判断することと
を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された、データを記憶するためのメモリと
を備える、装置。
［Ｃ３４］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記報告値に基づいて、前記測定値報告中に前記
少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果を含めるべきかどうかを判断するように構
成された、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記報告値が、前記サービングセルに送信されるべき複数の測定値報告を示し、前記ト
ランシーバは、
　前記サービングセルに送信されるべき前記複数の測定値報告を示す前記報告値に基づい
て、前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果が利用可能になるのを待つことな
しに前記測定値報告を送ること
を行うようにさらに構成された、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３６］
　待つべきかどうかの前記判断は、少なくとも１つのサービングセルの１つの信号測定値
が利用可能になったかどうかにさらに基づく、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　待つことなしに前記測定値報告を送ることは、（ｉ）前記少なくとも１つの近隣セルの
前記信号測定結果が利用可能になったこと、または（ｉｉ）少なくとも１つのサービング
セルの前記１つの信号測定値が利用可能になったことのうちの前記少なくとも１つに応答
して前記測定値報告を送ることを備える、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記測定値構成メッセージ中の情報に基づいて、前記サービングセルまたは前記少なく
とも１つの近隣セルのうちの少なくとも１つの少なくとも１つの信号測定値を取るように
さらに構成された、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記測定値報告を送った後に周期報告タイマーを開始することと、
　前記少なくとも１つの近隣セルのための少なくとも１つの追加の測定値を取ることと
を行うようにさらに構成され、前記トランシーバが、
　前記周期報告タイマーの満了時に前記少なくとも１つの追加の測定値を含む少なくとも
１つの追加の測定値報告メッセージを送ること
を行うように構成された、Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記報告値が、前記サービングセルに送信されるべき単一の測定値報告を示し、前記ト
ランシーバは、
　前記単一の測定値報告を示す前記報告値に基づいて、前記信号測定結果が利用可能にな
るのを待った後に前記サービングセルに前記測定値報告を送ること
を行うようにさらに構成され、ここにおいて、前記測定値報告が前記少なくとも１つの近
隣セルの前記信号測定結果を含む、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記信号測定結果を生成するために前記少なくと
も１つの近隣セルの信号測定値を取るようにさらに構成された、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４２］
　待つべきかどうかの前記判断は、少なくとも１つのサービングセルの１つの信号測定値
が利用可能になったかどうかにさらに基づく、Ｃ４０に記載の装置。
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［Ｃ４３］
　前記測定値報告を送ることは、前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果が利
用可能になったことと、少なくとも１つのサービングセルの前記１つの信号測定値が利用
可能になったことの両方に応答して、前記測定値報告を送ることを備える、Ｃ４２に記載
の装置。
［Ｃ４４］
　前記報告値が、前記モバイルデバイスから前記サービングセルへの単一の報告メッセー
ジまたは複数の報告メッセージの送信についての要求を示す報告量パラメータを備える、
Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記報告量パラメータを備える無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再構成メッセージを介
して前記測定値構成メッセージを受信すること
を行うようにさらに構成された、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記ＲＲＣ接続再構成メッセージが目的パラメータをさらに備え、待つべきかどうかの
前記判断は、前記目的パラメータが最も強い信号測定値を報告するように前記モバイルデ
バイスに示すかどうかにさらに基づく、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果が、前記少なくとも１つの近隣セル
のための最も強い信号測定値を備える、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記少なくとも１つの近隣セルへの前記モバイル
デバイスのハンドオーバのために前記サービングセルからコマンドを受信するようにさら
に構成された、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ４９］
　少なくとも１つのコンピュータに、
　サービングセルから測定値構成メッセージを受信することと、
　前記測定値構成メッセージから報告値を判断することと、前記報告値が、前記サービン
グセルに送信されるべき測定値報告の数を示す、
　前記報告値によって示された測定値報告の前記数に基づいて、前記サービングセルに測
定値報告を送るより前に少なくとも１つの近隣セルの信号測定結果が利用可能になるのを
待つべきかどうかを判断することと
を行わせるためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備えるコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５０］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記報告値に基
づいて、前記測定値報告中に前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果を含める
べきかどうかを判断することを行わせるためのコードをさらに備える、Ｃ４９に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
［Ｃ５１］
　前記報告値が、前記サービングセルに送信されるべき複数の測定値報告を示し、前記コ
ンピュータ可読媒体は、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記サービングセルに送
信されるべき前記複数の測定値報告を示す前記報告値に基づいて、前記少なくとも１つの
近隣セルの前記信号測定結果が利用可能になるのを待つことなしに前記測定値報告を送る
ことを行わせるためのコードをさらに備える、Ｃ４９に記載のコンピュータプログラム製
品。
［Ｃ５２］
　待つべきかどうかの前記判断は、少なくとも１つのサービングセルの１つの信号測定値
が利用可能になったかどうかにさらに基づく、Ｃ５１に記載のコンピュータプログラム製
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品。
［Ｃ５３］
　待つことなしに前記測定値報告を送ることは、（ｉ）前記少なくとも１つの近隣セルの
前記信号測定結果が利用可能になったこと、または（ｉｉ）少なくとも１つのサービング
セルの前記１つの信号測定値が利用可能になったことのうちの前記少なくとも１つに応答
して前記測定値報告を送ることを備える、Ｃ５２に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５４］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、
　前記測定値構成メッセージ中の情報に基づいて、前記サービングセルまたは前記少なく
とも１つの近隣セルのうちの少なくとも１つの少なくとも１つの信号測定値を取ることを
行わせるためのコードをさらに備える、Ｃ５１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５５］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、
　前記測定値報告を送った後に周期報告タイマーを開始することと、
　前記少なくとも１つの近隣セルのための少なくとも１つの追加の測定値を取ることと、
　前記周期報告タイマーの満了時に前記少なくとも１つの追加の測定値を含む少なくとも
１つの追加の測定値報告メッセージを送ることと
を行わせるためのコードをさらに備える、Ｃ５４に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５６］
　前記報告値が、前記サービングセルに送信されるべき単一の測定値報告を示し、前記コ
ンピュータ可読媒体は、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記単一の測定値報告を
示す前記報告値に基づいて、前記信号測定結果が利用可能になるのを待った後に前記サー
ビングセルに前記測定値報告を送ることを行わせるためのコードをさらに備え、ここにお
いて、前記測定値報告が前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果を含む、Ｃ４
９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５７］
　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、
　前記信号測定結果を生成するために前記少なくとも１つの近隣セルの信号測定値を取る
こと
を行わせるためのコードをさらに備える、Ｃ５６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５８］
　待つべきかどうかの前記判断は、少なくとも１つのサービングセルの１つの信号測定値
が利用可能になったかどうかにさらに基づく、Ｃ５６に記載のコンピュータプログラム製
品。
［Ｃ５９］
　前記測定値報告を送ることは、前記少なくとも１つの近隣セルの前記信号測定結果が利
用可能になったことと、少なくとも１つのサービングセルの前記１つの信号測定値が利用
可能になったことの両方に応答して、前記測定値報告を送ることを備える、Ｃ５８に記載
のコンピュータプログラム製品。
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